
[事案 26-146] 税務取扱法的説明請求  

・平成 26年 12月 17 日  不受理決定 

＜事案の概要＞ 

 契約における前納保険料等払戻金の「元金部分」が一時所得となるか否かに関して、①保険

会社が不適切な回答をしたこと、あるいは回答しないことに対する謝罪、②納得できる説明、

③その資料の提出、④税務署での検討結果と保険会社の主張のどちらが正しいか、法的な根拠

を元にした結論、を求めて申立てのあったもの。 

＜不受理の理由＞ 

裁定審査会では、申立内容の適格性について審査を行った。審査の結果、以下のとおり、指

定（外国）生命保険業務紛争解決機関「業務規程」第 24条 1項 9号にもとづき、不受理通知

にその理由を明記し、申立てを不受理とした。 

(1)当審査会は、契約者等の保険契約上の具体的な権利に関する紛争を解決する機関であり、

謝罪や資料の提出を保険会社に求める権限を有するものではない。 

(2)当審査会は、申立人の具体的な契約上の権利義務に関しない、一般的な法律の解釈・適用

に関する見解を表明することを目的とする機関でもない。 

 


